
2019年12⽉3⽇(⽕)

下記URLより必要事項をご記⼊ください
https://seminar.jp.fujitsu.com/public/seminar/view/9188

富⼠通関⻄システムラボラトリ

■受付開始（セミナー）

■セミナー

■SAKEメッセ

50周年企画レディース委員会「チームさくらそう」について

■〒540-8514
⼤阪市中央区城⾒２-２-６ 【TEL】 06-6920-5849

■ＪＲ大阪環状線・東⻄線「京橋」駅（⻄⼝）より徒歩６分
■京阪伝店「京橋」駅（⽚町⼝）より徒歩６分
■地下鉄⻑堀鶴⾒緑地線「大阪ビジネスパーク」駅（４番出⼝）より

徒歩５分
https://www.fujitsu.com/jp/about/corporate/facilities/kansai/ 

富⼠通関⻄システムラボラトリ

会場のご案内

＜⼤阪市中央区城⾒２-２-６＞

お申込み締切 ︓11⽉29⽇(⾦)

●先着順で定員になり次第、お申込みを締め切らせていただく場合が
ございます。予めご承知ください

●セミナーについてはお申込み時に１講座、選択してください
●セミナーのみ、SAKEメッセのみでもご参加いただけます。

お申込み

開催⽇時

【個⼈情報取扱について】
ご提供いただきましたお客様の個⼈情報は、以下の⽬的で利⽤させていただきます。
・本イベントに関する連絡および開催当⽇の受付での使⽤
・本イベント運営、お客様への対応のため必要に応じ、富⼠通及び富⼠通関係会社/業務委託先/訪問先・宿泊先/参加者/司会者・講演者等の
運営関係者への提供
記⼊された内容についての開⽰・訂正・追加・削除を希望されるお客様は、FUJITSUファミリ会関⻄⽀部事務局までご連絡ください。

ファミリ会の個⼈情報保護ポリシー: https://jp.fujitsu.com/family/privacy/

＜主催＞ FUJITSUファミリ会 関⻄⽀部
＜企画・監修＞50周年企画レディース委員会「チームさくらそう」
＜共催＞ 株式会社富⼠通マーケティング

開催場所

関⻄⽀部では、2014年度より、会員応募による「レディース委員会」を運営して参りました。
創⽴50周年にあたる2019年度は、周年記念の企画を担当し、チーム名を、大阪府の花の「さくらそう」
に「創造」の思いをこめ「チームさくらそう」として活動しています。 FUJITSUファミリ会関⻄⽀部 創⽴50周年記念イベント

14:00〜

14:30〜16:40

17:00〜18:00

【委員会メンバー】 ※企業名50⾳順

近鉄情報システム株式会社
コクヨ株式会社
株式会社さくらケーシーエス
南都コンピュータサービス株式会社
株式会社ベネスト
株式会社デサント
レンゴー株式会社

◆お申込みはホームページから↓
ホームページ︓https://jp.fujitsu.com/family/sibu/kansai/

◆お問い合せ:【FUJITSUファミリ会関⻄⽀部 事務局】

〒540-8514  大阪市中央区城⾒2-2-6 富⼠通株式会社 関⻄エリア戦略推進部内

TEL 06-6920-5849 FAX 06-6920-5664

e-mail: contact-family-kansai@cs.jp.fujitsu.com

平素は、ファミリ会活動にご理解、ご協⼒をいただき誠にありがとうございます。
関⻄⽀部創⽴５０周年を記念して、ポジティブで笑顔があふれる「50THフェス」を開催いたします。

「SDGsカードゲーム」「プレゼンテーション研修」などファミリ会の魅⼒が詰まった選べる「5セミナー」と
交流タイムでは「SAKEメッセ」として楽しい出会いの場をご⽤意しています。

ぜひ、皆様のご参加をお待ちしています。

参加対象 ファミリ会会員（男性・女性どなたでもご参加いただけます）
または、関⻄地区の企業・団体の⽅(ファミリ会体験参加可）

参加費 無 料

FUJITSUファミリ会関⻄⽀部⻑ 有司 順⼀

〔近鉄情報システム株式会社 常務取締役〕

お申込み・お問合せ

◆⽉に１度のミーティングの様子

[敬称略]

・交流タイム「SAKEメッセ」は、会員女性が企画を担当

・企画レディース委員会のチーム名称は「チームさくらそう」



タイムテーブル

セミナー１ セミナー２ セミナー３ セミナー４ セミナー５

14:00

14:30

15:00

15:30

16:00

16:30

17:00

17:30

SDGsカードゲーム

体験版
プレゼンテーション研修
〜現役アナウンサーが伝授する

効果的に話す・伝える技術〜

体験型ワークショップ

講師 株式会社富⼠通エフサス
イノベーション＆フューチャーセンター
認定ファシリテーター 岸本 伴恵

カードゲームを通じてSDGsを実感しよう︕

【セミナー３】

明⽇からでも仕事に役⽴つビジネス講座

プレゼンテーションのコツとポイント

14:30

16:30

プレゼンテー
ション研修

15:20

16:30

「顔ヨガ」講座

14:30

16:30

プログラムで
トイドローンを
⾶ばしてみよう

17:00 〜 18:00

SAKEメッセ

16:30〜

SAKEメッセ 受付

14:30

16:40

SDGs
カードゲーム

体験版

14:00〜

セミナー 受付

定員 ８０名

⾶ばしてみよう

講師 富⼠通(株)

(仮題)

※途中参加、途中退出も可能です。

【セミナー１】

【講師プロフィール】
読売テレビのアナウンサーとして活躍した後、
1993年在阪テレビ局初のフリーアナウンサーとなり、テレビはABC、
テレビ大阪、サンテレビなどで番組を担当。ラジオはＫＢＳ京都、
ラジオ関⻄などでパーソナリティを務める。さらに、コミュニケーション
話法・プレゼンテーションなどのテーマで講師も務めるなど、幅広い
分野で活躍中。

講師 フリーアナウンサー
（元読売テレビアナウンサー）

⽻川 英樹 ⽒

「顔ヨガ」講座

笑顔で幸せを引き寄せる︕

講師
元NHKキャスター・
⾼津⽂美子式フェイシャル
ヨガ認定アドバンス
インストラクター
中島 裕子 ⽒

⼈気セミナー体験版【セミナー２】

⼈気セミナー体験版 PLY⼈気講座体験

セミナー

この中から１講座

お選びください︕

マネージャー層向け

定員 １２０名

定員３０名

定員 ２０名

“最近、疲れてない︖”、“なんだか
不機嫌そう”と⾔われることはありませ
んか︖
顔の「表情筋」を鍛える「顔ヨガ」の
基本を学び、いきいきした表情で、
ビジネスチャンスも引き寄せましょう︕
男性にもおすすめします♪

＊当⽇は、手鏡、写真を撮るためのスマホを
お持ちください

【講師プロフィール】
THE SDGs Action cardgame 「Ｘ」認定ファシリテータ
朝⽇新聞社 SDGs for School エディケーターの⼀期生
現在、毎⽉ SDGsの講師を担当する他、
横浜市ＳＤＧｓデザインセンターのパートナーとして
市内の企業、学校の教職員など指導を実施。

Pythonというプログラミング⾔語を使って、⾃動
操縦を体験します。用意したコースにてチームで
対抗戦も⾏いますので、プログラミングに⾃信の

ない⽅も⼀緒に体験できます。
ドローン、パソコンは、ご用意していますので、
手ぶらでご参加いただけます。

話題のドローンを操縦してみましょう。

コクヨ株式会社では社員が⾃律的に場所や時間を選択する働き⽅の実現を⽬指して、積極的に
テレワークを推進する「ワクワク、スマートワーク」を実施しています。 今回の講演はその「ワクワク、
スマートワーク」の取組みと、テレワークでも業務が円滑に進む「遠隔コミュニケーションの在り⽅」を
ご紹介します。

◆「SAKEメッセ」 交流イベント

初対⾯の⽅と交流できるポジティブな

イベントを、「チームさくらそう」が企画。

美味しいお酒が交流の後押しをしてくれ

ます。

ポジティブ

ほめほめ隊？

４つのポジティブイベントは

当⽇のおたのしみです︕

「チームさくらそう」の

４つのポジティブイベント

定員:先着180名

◆プログラム
放送生活40余年の豊富な体験を基に、ラジオパーソナリティとして「話す」、テレビ
キャスターとして「伝える」を磨いてきた講師が、豊富な事例を交えてご指導します。
(1)営業・接客・発表・報告などで、相手が納得して⼼を動かす説明技術とは
(2)伝えるプロはどこに気をつけている
(3)どんな⾔葉選び、どんな態度・表情で伝えるか
(4)職場の部下への意思伝達の仕⽅
(5)ミニ演習 （one on one）

◆「SDGs エスデージーズ」とは
（SDGs＝Sustainable Development Goals）」の略称です。
2015年国連サミットで採択された、国連加盟国(193か国)が掲げる
未来のための国際⽬標です。
このカードゲームは、 SDGsが、わかりやすく理解できるプログラムです。

また、グループワークにて進めるため、異業種交流の場としても最適です。
楽しみながら、でもちょっとマジメに学んでみませんか?

15:00

16:35

2020 DXの展望
(仮)

コクヨの「⾃律的な
働き⽅の実現」と
「遠隔コミュニケー
ションの在り⽅」

◆ PLY⼤阪では、ICT
の勉強会やICTで何かした
い、問題解決したい⼈が集
まって集合知を生み出す
取組みを⾏っています。

【セミナー４】

DX事例や、⽇本のDXの進展を記者の視点で解説します。

１

２


